
令和３年度
食料・農業・農村白書構成（案）

（資料２）



作成方針

（１）食料・農業・農村の動向について、記録・分析を行う。その際、国民各層の理解
と関心が一層高まるよう、図表、事例、写真等を活用しつつ、簡潔な記述に努める。

（２）主要施策に関しては、KPIの達成状況を盛り込むとともに、関連する農林水産省
HPのアドレス・QRコードをつける手法も活用する。

（３）冒頭のトピックスでは、令和３年度における特徴的な動きとして、みどりの食料
システム戦略に基づく取組等について記述する。

（４）特集では、「変化する我が国の農業構造」をテーマとし、我が国の農業構造の変
化について、2020年農林業センサス等により分析する。

１．令和３年度 食料・農業・農村の動向（動向編）

食料・農業・農村基本法の項目に沿った構成を基本とし、
食料・農業・農村基本計画等を基に施策を整理する。

２．令和４年度 食料・農業・農村施策（施策編）
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シフト



食料・農業・農村の動向（動向編）の構成（1/3）

－２－

・みどりの食料システム戦略
（多様な関係者との意見交換、国連食料システムサミットでの発信等）

・農林水産物・食品の輸出
（輸出額が１兆円を突破、輸入規制の緩和、実行戦略の改訂等）

・加工食品の原料原産地
（加工食品の国産原料への切替え、原産地表示の義務化等）

・ニッポンフードシフト
（食と農のつながりの深化に着目した新たな国民運動の開始）

・多様な農業への関わり
（半農半Xや短期・短時間労働等による農業従事の動向）

・農業のデジタルトランスフォーメーション（DX）
（行政手続のオンライン化など農業DXの実現に向けた取組）

トピックス（主なニュース）

我が国の農業構造の変化について、2020年農林業センサスの公表等を踏まえ、 品目別、
地域別を含めた分析を行う。

変化する我が国の農業構造特集 シフト



食料・農業・農村の動向（動向編）の構成（2/3）

 食料自給率・食料自給力指標の動向
 食料消費、食品産業の動向
 輸出促進と日本食・食文化の海外普及
 知的財産の保護
 みどりの食料システム戦略の推進
 食育の推進や和食文化の保護・継承
 食品の安全と消費者の信頼の確保
 動植物防疫措置の強化
 世界の食料需給と食料安全保障の確立
 国際交渉への対応 等

 農業総産出額の動向
 担い手の育成・確保、多様な人材の活躍
 担い手等への農地集積・集約化と農地の確保

 農業保険、経営所得安定対策の実施
 農業生産基盤の整備と保全管理
 主要農畜産物の生産等の動向
 米政策改革の推進
 GAPや農作業安全対策の推進
 スマート農業の推進
 農業DXの推進 等

第１章 食料の安定供給の確保 第２章 農業の持続的な発展
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食料・農業・農村の動向（動向編）の構成（3/3）
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 東日本大震災等からの復旧・復興
 大規模自然災害からの復旧
 令和３年度の自然災害からの復旧
 防災・減災、国土強靱化と大規模自然災
害への備え

 新型コロナウイルス感染症への対応 等

第３章 農村の振興 第４章 災害からの復旧・復興や防災・
減災、国土強靱化等

 田園回帰の動向
 中山間地域の多様な農業経営等の推進
 農泊、農福連携、再生可能エネルギー等
の農山漁村発イノベーションの推進

 農業・農村の多面的機能の維持・発揮
 農村の生活インフラ等の確保
 鳥獣被害への対応とジビエ利活用の推進
 地域を支える人材づくり
 農的関係人口の創出・拡大
 農村の魅力の発信
 都市農業の推進 等



今後の予定（食料・農業・農村政策審議会）
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時期 内容

令和４年１月24日 審議会への諮問／食料・農業・農村政策審議会企画部会で議論

①構成（案）

３月以降 食料・農業・農村政策審議会企画部会で議論

②骨子（案）

③概要（案）、本文（案）

食料・農業・農村政策審議会から答申

５月頃 閣議決定／国会提出／公表
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